
 

 

 

 

 

 

 

 

マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 

農村工学研究所 施設工学研究領域 施設機能担当 

トランシーバーを活用したICTモニタリング 

 誰でも利用可能で，通信費が無料の特定小電力無線通信によるICTデータ通信システムを開発
しました。本システムは，低コストかつ省力的な農業水利施設のモニタリングに貢献します。 

 大規模国営事業で造成された土地改良区では，テレ
コンテレメータによる水管理が主流です。しかし，これ
らのシステムは設置後数年で交換部品の入手が困難
となり，早期に陳腐化するという課題があります。 

 農業水利施設の劣化が進行しており，監視すべき地
点の情報を安価に観測する重要性が高まっています。 

研究のポイント 

 開発したICTデータ通信システムの特徴は，次の
とおりです。 

 監視局と観測局から構成されます。 

 免許等が不要で，通信費が無料の特定小電力
無線（出力が10mW）によってデータを送受信し
ます。携帯電話を使用した同種のシステムと比
較すると，約6割の価格で設置可能です。 

 見通しがよければ，約3km離れた場所との通信
が可能です。多段中継にも対応しているため，
数km離れた場所のデータ（水位，ひび割れの
挙動など）を観測することができます。 

 データの送受信だけでなく，ポンプのon/offなど
の簡易な制御も可能です。 

 観測項目の値が，あらかじめ設定した閾値に達
した場合に，メール等によって管理者に通報す
る機能を備えています。 

研究の背景 

システムの概要 

実証試験の例 

ICTデータ通信システムによるデータ共有の概要図 
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 連結する2つの貯水槽の水位制御に本システ
ムを適用しました。ポンプのon/offを自動制御
することによって，約半年間，貯水位の水位
を一定水準（水位1.75～1.90m）に制御出来
ました。 

 監視局から1.6km離れた農業用水路に設置
した水位計からの情報を，約2ヶ月間，太陽
光パネルのみで取得することができました。 

監視局および観測局の構成 


